
大分大学オンライン講座で講演、『私の人生と経営哲学』を語る。

黒土会長は2020（令和2)年8月24日、大分大

学100周年を記念し同学経済学部同窓会「四極

会（しはすかい）」が実施している「会社研究」講

義の講師として招かれました。地場企業のトップ

が毎回講師を務めた最終回(15回）の講師として「私

の人生と経営哲学」をテ ー マに、学生約200人に向けてコロナ禍をふま

えたオンラインでのライブ配信というスタイルで講演。黒士会長は大分

県中津市出身で、同学部の前身である大分高等商業学校に在籍、徴兵

のため中退した経緯がありました。

私の人生、起業家と起業家精神、私が行っている事業などについて講

演。質疑応答では学生からの質問に「基本から学びお客様や社員を大

切にする」現場主義の大切さや「謙虚にしておごらず追求心をもって行

動する。どんなに苦しい時でも解決への道が開けると信じている」ことが

98歳現役の秘訣であることなど真摯に答えました。母校の学生へ「親や

先生、目上の人への感謝。そして人を大切にすることが大事であること。

信念を持ち自分でよく考え行動すること」など有意義なメッセ ー ジを贈

り、90分間の講演を終えました。

第一交通産業記念館、第一協和院。黒±会長邸内に完成。

2018（平成30)年4月5日、足立山麓の閑静

な住宅街にある黒士会長自宅内に「第一 交通

産業記念館」が開館。人を、地域社会を、時代を

見つめながら総合生活産業グループと成長し

てきた当社の歴史、経営理念、貴重な写真や

品々が展示されており、企業の研修などにも利

用されています。当日は神事や庭園内で記念

式典が行われ、列席者で賑わいました。

また翌2019（令和元）年5月、同別館として「第一協和院」が完成。第壱殿・第弐殿・第参殿からな

り、社業発展への感謝と黒士始の創業者精神を後世に伝えるために建立されたものです。波切不

動尊像や黒土会長の胸像などが祀られています。
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沖縄に密着した事業展開の全貌

～その黎明期から発展への軌跡

OKINAWA 
DREAMS 

バス事業による

沖縄進出への第一歩から、

まちの賑わいづくりへ。
第一交通産業グルー プは、

沖縄県民の皆様の快適生活を支える責任と自覚を胸に、

その事業フィ ールドを広げてきました。
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